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＊＊＊＊編集後記＊＊＊＊ 

 今年度の研究室紀要においては、講演原稿一

本と、七本の公募論文を掲載することができま

した。多種多様な思想家や問題関心に対する論

文が出され、研究室の若手の活発な活動をお伝

えできたのではないかと思っております。査読

を担当していただいた先生方には、この場を借

りて深くお礼申し上げます。 

 自分以外の原稿の校訂・編集に関わるのは久

し振りでしたが、テクストを公にするための作

業にやり甲斐を感じました。ただ、液晶画面よ

りも印刷した方が見やすいため、作業のたびに

印刷した紙が増えていき、電子データ化の裏の

面として紙がまだまだ生き残ることを実感して

いる次第です。 

 （内記洸・松葉類・吉野斉志記）  
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